
られている 化ガスの や に う電 事 の 化により、地域の工場や事業所 で
は、 な発電 を導入して自 発電し電 の分散化を る事で、 エネや 電リスク対応 、自
前で対応できることを検討する機運が高まっています。

本セミナーでは、スマートグリッドシステムの導入においても重要なエネルギー供給源であるこうし
た分散型電源に を てて、主に工場や事業所にお るコージェネレーションシステムや廃熱の 用
に関して、電 分散化や エネといった から 社の取り みをご いたします。

自社工場・事業所の廃熱活用や分散電源の導入・リニューアルを考えておられる方、関連製品の取引
機会を されている方 、 をお の の参加をお しております。

BEMS・FEMSによる熱と電気のスマート化を目指して
工場・事業所 の電 分散化と エネ 分科会

第１回セミナー 開催のご案内

環びわ湖地産地消型エネルギー研究会は、滋賀県が された 部科学 の事業 電気と熱の地産地消型スマートグリッドシステムの
開発※」において 上 たもので、スマートグリッドシステム 出に する な要 技術に関して 報 や連携のきっか く
りの場を提供し、地域の産学官連携を促進する事を目的としています。
※ 部科学 の地域イ ーション 援プログラムにおいて された事業。滋賀県 大学（総合調 機関）と 大学および

滋賀県が主体となって推進。

日 時 平成24 ５月29日（火） 14:00 17:30
場 所 コラボしが２１ ３F 中会議室２（〒520-0806滋賀県大津市打出浜２番１号）

プログラム
１．挨拶 （14:00 14:05）

地域イ ーション 援プログラム 電気と熱の地産地消型スマートグリッドシステムの開発」
プロジェクトディレクター 安田 （滋賀県 大学 教授）

２． 電 分散化と エネに関するシステム の取り み」（ ） （14:05 14:50）
大阪ガス株式会社

[休憩 10分]
３．電 分散化や エネを る機 の

３－１．ガスエンジンコジェネレーションシステムについて （15:00 15:40）
ヤンマーエネルギーシステム株式会社 エンジニアリング部

清史 氏
３－２．マイクロバイナリ―発電システムについて （15:40 16:15）

株式会社 製 所 熱エネルギー部 業室
エネルギーグループ 角 正純 氏

３－３． 機 の廃熱 用について （16:15 16:50）
重 熱工業株式会社 技術総括室空調技術部

部 大田 益臣 氏
４．事務局からの報告 （16:50 17:00）

５．名 会 （17:00 17:30）

問合せ先 環びわ湖地産地消型エネルギー研究会 事務局（滋賀県 大学 地域産学連携センター内）
TEL:0749-28-8610  FAX:0749-28-8620  E-Mail:shigaene@office.usp.ac.jp

主催 環びわ湖地産地消型エネルギー研究会 ／ 後援 滋賀県環境保全協会

部科学 地域イ ーション 援プログラム 電気と熱の地産地消型スマートグリッドシステムの開発」
環びわ湖地産地消型エネルギー研究会

参加費用
申込方法 の申込 をご 用 くか、

必要事項（所属機関名、部署名、役職、御芳名、TEL、FAX、E-Mail）および第１回セミナーへの
参加希望を明記の上、下記事務局のFAXもしくはE-Mail宛までお申し込みください。



参 加 申 込 書

開催場所開催場所開催場所開催場所

開催日時開催日時開催日時開催日時

参加申込参加申込参加申込参加申込

平成２４ ５月２９日（火）１４：００

コラボしが２１ ３F 中会議室２
〒520-0806 滋賀県大津市打出浜2番1号

※フォーラム参加者の 場はありませ ので、
ご 場の は 機関をご 用下さい。

参加を希望される方は、下記のフォームにご記入いただき、FAXもしくはE-mailにより
事務局にお申し込みください。

所属機関名

部署名 役職

参加者名

TEL FAX

E-mail

BEMS・FEMSによる熱と電気のスマート化を目指して
工場・事業所 の電 分散化と エネ 分科会

第１回セミナー

部科学 地域イ ーション 援プログラム 電気と熱の地産地消型スマートグリッドシステムの開発」
環びわ湖地産地消型エネルギー研究会

※ご記入いただきました 報については、 事業の案内な に 用させていただきますが、
法 に く場合 の第 者への提供は いたしませ 。

参加申込先参加申込先参加申込先参加申込先

環びわ湖地産地消型エネルギー研究会 事務局 宛
FAX：0749-28-8620
E-mail：shigaene@office.usp.ac.jp


